
2025 年度実施報告書 

国際科学技術共同研究推進事業 

地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム（SATREPS） 

【研究領域名：持続可能な社会を支える防災・減災に資する研究】 

【研究課題名：沿岸でのレジリエント社会構築のための新しい持続性システム】 

採択年度：令和 3年（2021 年）度/研究期間：5年 

相手国名：インドネシア 

国際共同研究期間*1 

2022年 9月 1日から 2027 年 8月 31日まで 

JST 側研究期間*2 

2021年 6月 1日から 2027 年 3月 31日まで 

（正式契約移行日 2022年 4月 1日） 

*1 R/D に基づいた協力期間（JICAナレッジサイト等参照）

*2 開始日=暫定契約開始日、終了日=JSTとの正式契約に定めた年度末

研究代表者： 

森 信人（京都大学 教授） 

主たる共同研究者： 

サッパシー アナワット（東北大学 准教授）

鈴木 高二朗（海上・港湾・航空技術研究所 特別研究官） 

有川 太郎（中央大学 教授） 

公開



 

 

1. 研究進捗状況と成果 

バリ島の Singaraja海岸および Badung川流域に設置した流速計により、沿岸部の水位・流速の連続観

測を実施するとともに、CCTV カメラにより汀線を含む定点画像を取得している。これらの画像データと

インドネシア公共事業省（PUPR）海岸技術局（BTP）による約 2年間の測量データを統合し，長期的な砂

浜変化を把握した。さらに、BTP と協力して、データのキャリブレーションを行い、画像ノイズ除去お

よび汀線の自動抽出手法を開発し、数値モデル開発に資するデータ基盤を構築した。 

各種災害のハザード評価（波浪：全域、洪水：バリ島、津波：バリ島・アンボン・東カリマンタン・

南ジャワ）の結果を BNPBが運用しているリスクデータベース InaRISKに提供し、既存のハザード情報の

精度を向上した。アンボンでは建物調査に加え、2025 年度の海底調査データを活用して、海底地すべり

津波の数値解析を進めている。また、地形データの作成と津波数値解析のガイドラインを完成させ、

SATREPS 枠国費留学生を中心に東北大学・京都大学で研修を行い、その技術の展開を推進した。 

グリーンインフラ評価のため、バリ島マングローブインフォメーションセンター周辺を対象に、マン

グローブ林の分布・樹形・地盤高の現地調査を実施した。LiDAR SLAMにより広範囲かつ高精度な三次元

地形・植生データを取得し、1970 年代に植林されたマングローブの成長状況と地盤・植生特性を整理し

た。また、ガジャマダ大学（UGM）および国立研究革新庁（BRIN）と連携し、データ共有および解析を

進めた。加えて、波浪減衰効果と耐波性能の分析・検討を進め、グリーンインフラを考慮した沿岸防

災・減災設計手法の体系化に向けた基礎整理を行った。さらに、グリーン・グレー複合インフラ設計ガ

イドライン案を作成し、その後、日尼主要関係部局との協議を通じて内容の修正と具体化を進めた。 

また、バリおよびアンボンを対象に、フォトグラメトリとハンディスキャナによる三次元データ取得

を進め、地方災害対策庁（BPBD）に対して避難用データ作成手法の講義を実施した。加えて、ワークシ

ョップを通じ、AR/VR 活用などの先端技術を実装するために住民や行政の理解・受容と継続的運用体制

が重要であることを議論した。これらを踏まえ、地域共生プラットフォームを構成する Eco-DRR、AR/VR

およびマップアプリを統合した意思決定支援プラットフォームのガイドライン作成を開始した。 

【論文】 

Tsai et al.2026 “Investigation of Wave Attenuation by Rhizophora apiculata Mangroves: Coupled 

Laboratory Experiments and Boussinesq Modeling, Journal of Geophysical Research-Oceans, 

Vol.131,e2025JC022836.”では代表的なマングローブ種の Rhizophora種を対象に、根の形状を正確に考

慮し、水深や波の高さによるマングローブによる波の減衰を考慮可能な数値モデルを開発し、マングロ

ーブによる波の減衰を評価した。Purnama et al.2025 “Improving Indonesia's Tsunami Early 1 

Warning. Part II: Hybridized Deep Learning and Metaheuristic Algorithm for Forecasting and 

Optimizing, Ocean Engineering, 333, 121496”では、研究対象地域であるバリ島と南ジャワと対象に、

津波ハザード評価を実施し、さらに津波早期警報システムを改善する為に津波観測センターの配置の最

適化も行った。Arikawa et al.2026, “Challenges in an Integrated Platform Using Digital Twin 

and Virtual Reality for Balancing Safety, Environment, and Tourism: A Case Study of Bali, 

Indonesia” (doi.org/10.1007/978-3-032-15477-4_77）ではデジタルツインと VR を活用し、バリの観

光地域における防災・環境保全・観光を統合的に支援する枠組みを提案した。VR 避難訓練により、避難

経路の理解向上や不安軽減など行動改善の効果が確認された。Eco-DRR ワークショップを通じて、マン

グローブ保全や AR/VR 活用を含む、関係者との合意形成と持続可能な観光・防災の連携方策を整理した。 
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